
参考資料 

オゾン水生成法の違いによる溶存オゾン濃度減衰特性 

（ガス化の有無） 
改質剤有り（1年程度変化せず）、ガス化せず 

20mg/Ｌ 

10mg/Ｌ 
ガス化せず。 

弊社オゾンＵＦＢ法 

改質剤なし 
オゾンＭＢ法 5mg/Ｌ 

オゾン溶解法 
ガス化する。 

0.5mg/Ｌ 

生成後6時間 生成後2時間 生成後7日後 生成終了時 

オゾン水生成法による溶存オゾン濃度減衰特性（当社比較） 

オゾン溶解法：オゾンガス注入によるオゾン溶解
オゾンMB法：MBノズルによる生成 
オゾンUFB法：加圧タンク法によるオゾンUFB生成など。 

注．溶存濃度は制御可能。長時間維持特性はほとんど変化なし。 
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他社オゾンＵＦＢ法 

 


